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入学手続の流れ（2026年度入試予定）

一般推薦方式 （専願制･併願制）

短大スタンダード方式A

スタンダード方式
共通テスト併用方式
最高得点重視方式
2科目方式
短大スタンダード方式B

前期2科目方式
前期3科目方式
前期4科目方式
前期5科目方式
短大前期2科目方式

短大一般推薦方式 （専願制･併願制）

情報・簿記会計推薦方式

国際コミュニケーション学部英語学科特別入試

スポーツ特別入試

現代中国学部グローバル人材特別入試

地域政策学部プレゼンテーション入試

短大特別入試

後期3科目方式
短大後期2科目方式

合格発表日
第一次入学手続期限
①入学金の納入（ ②WEB入学手続の完了 ）

第二次入学手続期限
③授業料等の納入（ ④入学手続書類の提出 ）

＊入学手続の日程は変更となる場合があります。必ず「2026年度入学試験募集要項」および「入学案内」をご確認ください。

12月22日（月）：③授業料等の納入
  3月  6日（金）：④入学手続書類の提出

＊本学や他大学を併願受験し、第一次入学手続をした場合に
　限り、第二次入学手続を併願受験大学の合格発表日の翌日
　［最終3月23日（月）必着］まで延期することができます。
　なお、追加合格や補欠合格は延期理由の対象外となります。
　詳細は、「募集要項」や「入学案内」でご確認ください。
　（専願制入試合格者は延期できません。）

3月6日（金）
　③授業料等の納入
　④入学手続書類の提出
＊本学や他大学を併願受験し、第一次入学手続をした場合に
　限り、第二次入学手続を併願受験大学の合格発表日の翌日
　［最終3月23日（月）必着］まで延期することができます。
　なお、追加合格や補欠合格は延期理由の対象外となります。
　詳細は、「募集要項」や「入学案内」でご確認ください。

11月10日（月）
延期不可

12月8日（月）
延期不可

2月12日（木） 延期不可

2月27日（金）
延期不可

＊3月23日（月）のみ持参受付が可能です。［受付時間：9：30～15：00］

3月23日（月）
延期不可

第一次・第二次入学手続 一括手続 当日必着

当日消印有効

当日消印有効

12月1日（月）

11月4日（火）

2月20日（金）

3月17日（火）

2月5日（木）

◆学納金 （2026年度入学生）

＊授業料は2年次以降10,000円ずつ増額となります。　＊学納金等は変更となる場合があります。必ず「入学案内」をご確認ください。
＊入学金は初年度（入学年度）のみ徴収します。また、本学の事情によって入学後の学納金等を改定する場合があります。

＊金額は変更となる場合があります。必ず「入学案内」をご確認ください。 ＊金額は変更となる場合があります。必ず「入学案内」をご確認ください。

（単位：円）

社会学専攻

東アジア文化専攻
哲学専攻
図書館情報学専攻
メディア芸術専攻

人文社会学科

心理学科

文学部

地域政策学部 食農環境コース

現代中国学部

メディア芸術専攻
調査実習費
実験実習費

実習費

実験実習費
実験実習費

表現実習費

20,000 3年次

50,000

80,000

2年次

2年次以降毎年

2年次

380,000

60,000

13,000

2年次

2年次以降毎年

種別 金額 納入時期学部・専攻

◆実習費 （2026年度入学生）

入学手続時
秋学期

入学手続時
秋学期

入学手続時
秋学期

入学手続時
秋学期

入学手続時
秋学期

法学部
経済学部
経営学部

地域政策学部

短期大学部

現代中国学部
国際コミュニケーション学部

文学部

250,000
－

250,000
－

250,000
－

250,000
－

250,000
－

145,000
145,000
145,000
145,000
125,000
125,000
125,000
125,000
125,000
125,000

385,000
385,000
415,000
415,000
395,000
395,000
385,000
385,000
380,000
380,000

780,000
530,000
810,000
560,000
770,000
520,000
760,000
510,000
755,000
505,000

1,310,000

1,370,000

1,290,000

1,270,000

1,260,000

入学金
納入時期学部

授業料 教育充実費
学納金

小計 初年度合計

（単位：円）

下記の学部については、学納金の他に実習費が必要となります。 （単位：円）

種別

後援会・
同窓会費

学部等

40,000 20,000

法学部
経済学部
経営学部
現代中国学部

国際コミュニケーション学部
文学部

地域政策学部

入学手続時
1回のみ

短期大学部

◆委託徴収金 （2026年度入学生）
委託徴収金は本学が関係諸団体から依頼を受け、徴収するものです。

地理学専攻
歴史地理学科 調査実習費 2年次10,000

愛知大学スカラシップ
給付［ 給 付・貸 与 ］

スタンダード方式の成績上位者に対して、1年次の授業料および教育充実費の半額相当額を給付する制度です。［ 概 要 ］

2026年3月に日本（海外の在外教育施設を含む）の高等学校（特別支援学校の高等部も含む）または中等教育学校卒業見
込みの者で、スタンダード方式の成績上位者

［ 対 象 ］

本学の建学の精神を具現すべく、我が国、地域社会の未来を担う将来を地方創生のために切望する若人（2026年3月に日本
〔海外の在外教育施設を含む〕の高等学校〔特別支援学校の高等部も含む〕または中等教育学校卒業見込みの者）が広く高
等教育を学ぶ機会を確保し、その才能を十分発揮されるよう修学を奨励することを目的としています。

［ 目 的 ］

授業料および教育充実費の半額相当額［ 金 額 ］

対象者へ合格発表時に通知。給付時期は各学期。［通知・給付時期］

入試成績上位者対象の給付型奨学金

＊制度内容は変更となる場合があります。

名

採用数

300

山形県川西町・愛知大学本間喜一奨学金同窓会｢知を愛する奨学金｣（入試前予約採用給付奨学金）

公益財団法人愛知大学教育研究支援財団により、同窓会からの寄付金
の一部を活用し、愛知大学学部への入学を希望する東海4県（愛知県、
岐阜県、三重県、静岡県）以外の国内の高等学校（特別支援学校の高等
部も含む）または中等教育学校出身者に入学後の支援を行うものです。
年額50万円、4年間の継続で総額200万円を給付します。

東北6県から愛知大学地域政策学部地域政策学科へ進学・就学し、卒
業後、地域貢献を志す者の人材育成を図るため、山形県川西町が「川
西町本間喜一顕彰基金」を活用し就学支援（奨学金の給付）を行うも
のです。年額75万円、4年間の継続で総額300万円を給付します。

愛知大学滬友報恩大分県育英奨学金
こゆう

愛知大学滬友報恩育英奨学基金による奨学制度です。大分県内の高等学校を卒業し、愛知
大学の4年制学部に一般選抜によって入学した学生を対象に、月額5万円を給付します。ま
た申請により入学金、授業料および教育充実費の年額相当額を無利息で貸与します。

　中国語を学べることと充実した留学制度に魅力を感じて入学し
ました。中国・天津の現地プログラムでは、奨学金のおかげで生活
費の心配をせず勉強に集中することができました。今はHSK（中国
語認定試験）の勉強に力を入れています。1年間上海へ留学し、中
国語の運用能力を高めて将来の進路につなげたいと思います。

［奨学生の声］
現代中国学部 現代中国学科2年
小嵜 弥々さん
大阪府立いちりつ高校出身

中国語力を高め、
留学にも挑戦。

　奨学金制度で愛知大学に興味を持ち、過疎化や少子高齢化など
身近な地域課題を学ぼうと入学を決めました。返済の義務がない
奨学金なので、将来の経済的不安を感じずに学業に打ち込んでい
ます。ゼミでは地域密着型の商品開発プロジェクトに取り組み、卒
業後は地元に貢献できるような仕事に関わりたいと考えています。

［奨学生の声］
地域政策学部 地域政策学科3年
高橋 凜夏さん
山形県立長井高校出身

地域の課題解決を学び、
地元に貢献する人材に。
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愛知大学では、「世界文化と平和への貢献」「国際的教養と視野をもった人材の育成」「地域社会への貢献」を建学の精神とし、「高い教養と専門的職能教育を施し、広く国際的視野をもって
人類社会の発展に貢献しうる人材」の育成を全学の教育目標として掲げ、各学部・学科ごとに教育目標（教育研究上の目的）及び学位授与方針を定めています。本学では、これを達成する
ために、定められた教育課程に従い学修する資質、能力及び知識を備えた以下のような学生を、各種選抜試験を通じて受け入れます。
1．求める学生像
（1） 建学の精神に即した人材として成長が期待できる学生。
（2） 優れた能力や豊かな経験に基づく各学部専門教育への強い興味や関心、勉学意欲を持つ学生。
2．入学前までに修得すべき能力
［知識・技能］ （1） 高等学校において学ぶ各教科の基本的な内容について、幅広く理解していること。
 （2） 自身が入学する学部・学科で学ぶ学問に関する書籍等に触れ、基礎的な知識を得ておくこと。
［思考力・判断力・表現力］ （1） 地域や社会で起こっている事柄に幅広く関心を持ち、その原因や解決方法などを自分なりに考える習慣を持つこと。
 （2） 自身の考えや意見を他者に分かりやすく伝えることができるような、表現力を養うこと。
［主体性・多様性・協働性］ （1） 取り組むべき課題や解決が必要な諸問題に対して、他者とも協働し、主体的に取り組むことができること。
 （2） 自分と異なる意見や考え方について肯定的に捉え、多様な人 と々積極的にコミュニケーションが取れること。
3．選抜方法
（1） 一般選抜 基礎学力をバランス良く備えた入学者を選抜するために、３教科以上課すことを基本とし、その結果を総合判定して合格者を決定する。
（2） 総合型選抜 出願資格に応じた入試区分を設け、出願書類、小論文、面接等により総合判定して合格者を決定する。
（3） 学校推薦型選抜 調査票（全体の学習成績の状況）、資格点、面接、学科試験により総合判定して合格者を決定する。

各学部・学科の
内容について
こちらを
ご参照ください。
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対象 採用人数
成績上位者 300名

スタンダード方式

�� ��

奨学金制度

入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）




